
＜様式１＞

平成　29年　09月　04日

国土交通大臣　　殿

※）

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 職人がキラリと輝く　大工村の家づくり

グループの名称 特定非営利活動法人　大工村

04-0303-0428

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 川合　　伯員 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

静岡県磐田市合代島1212

05-3962-5656

438-0114

事務局担当者名

05-3962-9116

hito0513@kk-kawai.com

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

株式会社カワイ

静岡県磐田市合代島1212

05-3962-5656

特定非営利活動法人大工村

伊藤　久道 印



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

■ 3
■ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2

1

全国

全国

全国

国内

国外

国外

国内

国内

国内

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

全国

国外

国外

2008

株式会社カワイ

伊藤　久道

438-0114

静岡県磐田市合代島1212

05-3962-5656

05-3962-9116

職人がキラリと輝く　大工村の家づくり

特定非営利活動法人　大工村

04-0303-0428

静岡県

川合　　伯員

静岡県磐田市合代島1212

05-3962-5656

特定非営利活動法人大工村

14 原産国が海外の合法木材については、産地・出荷者が多岐にわたり製材会社の特定が困難な場合が多々ある。

hito0513@kk-kawai.com

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

10 原産国が海外の合法木材については、産地・出荷者が多岐にわたり原木供給者の特定が困難な場合が多々ある

3 一部、流通を介さずに地域材の調達を行う場合がある。										

19

2 一部の施工グループの構成員においては、全て手刻みによる加工を行うため、プレカットを使用しない場合があ

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

2

11

国内・国外

静岡県産材 静岡県産材証明制度

0

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

静岡県 国内



15 戸

15 戸

2 戸

10 戸

10 戸

0 戸

4 戸

4 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

6 戸

6 戸

1 戸

3 戸

3 戸

0 戸

1 戸

1 戸

1 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 棟

0 ㎡

0 棟

0 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

5 戸 5 戸 1 戸

1 戸 1 戸 0 戸

0 戸 0 戸 0 戸

0 戸 0 戸 0 戸

2 戸 2 戸 0 戸

0 戸 0 戸 0 戸

4 戸 4 戸 1 戸

1 戸 1 戸 0 戸

0 棟 0 棟 0 戸

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数

完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

契約物件を優先する。期日を決めて申し込みを受ける。1施工事業者1棟までの申請。3世代同居住宅を優先する。
それ以外は公開抽選。枠が余っている場合は、2棟目を受け付ける。以下繰り返し

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）

経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

長寿命型（長期優良住宅）

未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅰ - 2 有限会社　山西製材所 431-3643

9 Ⅰ - 4 栃木県森林組合連合会 320-0046

33 Ⅰ - 5 岡山県森林組合連合会									 					岡山県森林組合連合会										 															 700-0866

13 Ⅰ - 14 協和木材　株式会社 135-0016

44 Ⅰ - 15 株式会社　九州木材市場 877-1231

33 Ⅰ - 18 真庭木材市売株式会社 719-3203

30 Ⅰ - 19 西牟婁森林組合 646-1101

38 Ⅰ - 21 八幡浜官材協同組合 795-0086

22 Ⅰ - 49 天竜森林組合 431-3306

22 Ⅰ - 51 株式会社　フジイチ 431-3306

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

原産国が海外の合法木材については、産地・出荷者が多岐にわたり原木供給者の特定が困難な場合が多々ある

電話番号

053-929-0731静岡県浜松市天竜区神沢397

構成員
番号

所在地

栃木県宇都宮市西一の沢町8-22 028-637-1450

岡山県岡山市北区岡南町2丁目5番地10号 086-222-7671

東京都江東区東陽5丁目30番13号　東京原木会館 03-5857-5225

大分県日田市大字三和2726-10 0973-24-3625

0867-42-0602岡山県真庭市富尾 1 番地

和歌山県田辺市鮎川597番地の101 0739-49-0221

愛媛県大洲市成能字大地原甲 510-5 0893-50-1250

053-926-2800静岡県浜松市天竜区船明1951-1

静岡県浜松市天竜区船明880番地 053-926-1232

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

9 Ⅱ - 1 株式会社　トーセン 329-2511

22 Ⅱ - 2 有限会社　山西製材所 431-3643

33 Ⅱ - 6 院庄林業　株式会社 708-0013

34 Ⅱ - 7 中国木材　株式会社 737-0134

22 Ⅱ - 9 有限会社　アマノ 437-0226

30 Ⅱ - 10 株式会社　かつら木材商店 649-2621

13 Ⅱ - 14 協和木材　株式会社 135-0016

44 Ⅱ - 16 株式会社　佐藤製材所 877-1244

22 Ⅱ - 17 有限会社　小寺製材所 412-0023

38 Ⅱ - 21 八幡浜官材協同組合 795-0086

33 Ⅱ - 22 牧野木材工業株式会社 719-3205

33 Ⅱ - 24 銘建工業　株式会社 717-0013

22 Ⅱ - 51 株式会社　フジイチ 431-3306

22 Ⅱ - 52 双竜木材　株式会社 431-3303

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

原産国が海外の合法木材については、産地・出荷者が多岐にわたり製材会社の特定が困難な場合が多々ある。

構成員
番号

所在地 電話番号

栃木県矢板市山田67番地 0287-43-8379

静岡県御殿場市深沢1766-21 0550-82-0192

愛媛県大洲市成能字大地原甲 510-5 0893-50-1250

0739-55-2270

静岡県浜松市天竜区神沢397 053-929-0731

岡山県津山市二宮22番地の1

岡山県真庭市草加部 288 番地 8 0867-42-4321

岡山県真庭市勝山1209 0867-44-2695

静岡県浜松市天竜区船明880番地 053-926-1232

静岡県浜松市天竜区山東2252番地 053-925-3621

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

広島県呉市広多賀谷3丁目1番1号 0823-71-7141

静岡県周智郡森町一宮175番地 0538-89-7521

和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見3719番地の5

0868-28-2111

東京都江東区東陽5丁目30番13号　東京原木会館 03-5857-5225

大分県日田市大字小野26番地1 0973-26-5850



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

9 Ⅲ - 3 大商市売　有限会社 321-0131

14 Ⅲ - 11 ナイス株式会社 230-0051

22 Ⅲ - 13 株式会社　カワイ 438-0114

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

一部、流通を介さずに地域材の調達を行う場合がある。										

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県磐田市合代島1212 0539-62-5656

栃木県宇都宮市宮の内2丁目814番地 028-655-2239

神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央4-33-1 045-521-6161

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅳ - 12 ポラテック富士　株式会社 417-0801

22 Ⅳ - 25 株式会社　スカイ 438-0111

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

一部の施工グループの構成員においては、全て手刻みによる加工を行うため、プレカットを使用しない場合があ

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県富士市大淵字元篤3800番地7 0545-37-1192

静岡県磐田市上野部2740番地5 0539-63-5500



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

22 Ⅴ - 28 株式会社　住まいるコーポレーション 438-0201 ○

22 Ⅴ - 31 加藤設計室一級建築士事務所 437-1304 ○

22 Ⅴ - 34 株式会社　カーサ 432-8006 ○

22 Ⅴ - 36 有限会社　アイエス 435-0056 ○

22 Ⅴ - 38 平野守一建築設計室 434-0041 ○

22 Ⅴ - 40 株式会社　ｎｏｖｅｌｓ 438-0116 ○

22 Ⅴ - 42 株式会社コレクト建築設計 431-1111 ○

22 Ⅴ - 44 川井一級建築士設計事務所 436-0112 ○

22 Ⅴ - 47 有限会社　大場建設 431-0211 ○

22 Ⅴ - 53 関島貴浩設計事務所 431-3303 ○

22 Ⅴ - 54 合同会社　青空設計　二級建築士事務所 436-0111 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

静岡県浜松市天竜区山東3830-1 053-581-9366

静岡県掛川市本郷1440-1 050-5822-7051

静岡県磐田市壱貫地１４６－２７ 05-3962-9222

静岡県浜松市西区伊左地町2830 053-482-3131

静岡県浜松市西区舞阪町舞阪4114 053-592-0450

静岡県掛川市細谷1099-12 0537-26-1420

静岡県掛川市西大渕815番地 0537-48-4627

静岡県浜松市西区大久保町６９６３ 053-415-8555

静岡県浜松市東区小池町2480 053-465-5566

静岡県浜松市浜北区平口406 053-587-3213

静岡県磐田市竜洋中島１１２１－２３８ 0538-66-8850

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

22 Ⅵ - 27 45332 株式会社　フォーラムプランニング 438-0817 ○

22 Ⅵ - 28 45248 株式会社　住まいるコーポレーション 438-0201 ○

22 Ⅵ - 29 44985 有限会社　加藤建築 437-0215 ○

22 Ⅵ - 30 45124 株式会社　建築工房ヤマグチ 437-0213 ○

22 Ⅵ - 32 45389 瀧口建設　株式会社 433-8104 ○

22 Ⅵ - 33 45150 有限会社　山本建築 437-0215 ○

22 Ⅵ - 34 44916 株式会社　カーサ 432-8006 ○

22 Ⅵ - 35 45098 株式会社　今井建設 435-0052 ○

22 Ⅵ - 37 45360 大場建築 434-0042 ○

22 Ⅵ - 39 45597 ハンドメイド　有限会社 434-0033 ○

22 Ⅵ - 40 45381 株式会社　ｎｏｖｅｌｓ 438-0116 ○

22 Ⅵ - 41 45379 株式会社ハンズ＆アーキテクト 430-0834 ○

22 Ⅵ - 43 45103 さとう建築 436-0018 ○

22 Ⅵ - 45 45043 有限会社　宮津工務店 438-0112 ○

22 Ⅵ - 47 有限会社　大場建設 431-0211 ○

22 Ⅵ - 48 45247 株式会社　深田建築工房 438-0123 ○

22 Ⅵ - 50 45289 西尾建築 436-0341 ○

22 Ⅵ - 55 45515 平松建築株式会社 438-0818 ○

22 Ⅵ - 56 44918 株式会社　安達建設 437-0012 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号
省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 19 ○ ○

静岡県磐田市上万能４１３－３ 0538-32-7741

静岡県磐田市竜洋中島１１２１－２３８ 0538-66-8850

静岡県周智郡森町森６０４番地 05-3885-5550

静岡県周智郡森町睦実２２２３ 0538-85-3134

静岡県浜松市北区東三方町４４７－１０ 053-438-5388

静岡県周智郡森町森８４１－１ 0538-85-2631

静岡県浜松市西区大久保町６９６３ 053-415-8555

静岡県浜松市東区天王町1207-1 053-422-5395

静岡県浜松市浜北区小松３４８０番地 053-586-4536

静岡県浜松市浜北区西美薗１７２－２ 05-3587-7922

静岡県磐田市壱貫地１４６－２７ 05-3962-9222

静岡県浜松市南区松島町１８７ 05-3488-5566

静岡県掛川市葵町４－１２ 05-3722-0237

静岡県磐田市下野部１６５－２－２ 05-3962-2446

静岡県浜松市西区舞阪町舞阪4114 053-592-0450

静岡県磐田市平松４０９－８ 05-3962-6118

静岡県掛川市倉真８８０ 0537-28-9738

静岡県磐田市下万能373-1 05-3874-3343

静岡県袋井市国本２９５５－３ 0538-42-2360



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

22 Ⅵ - 27 45332 株式会社　フォーラムプランニング 7 戸 7 戸 7 戸 7 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 28 45248 株式会社　住まいるコーポレーション 15 戸 15 戸 15 戸 15 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 29 44985 有限会社　加藤建築 1 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 30 45124 株式会社　建築工房ヤマグチ 2 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 32 45389 瀧口建設　株式会社 2 戸 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

22 Ⅵ - 33 45150 有限会社　山本建築 2 戸 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 34 44916 株式会社　カーサ 9 戸 10 戸 1 戸 3 戸 0 戸 0 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 35 45098 株式会社　今井建設 9 戸 8 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

22 Ⅵ - 37 45360 大場建築 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

22 Ⅵ - 39 45597 ハンドメイド　有限会社 5 戸 5 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

22 Ⅵ - 40 45381 株式会社　ｎｏｖｅｌｓ 2 戸 1 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

22 Ⅵ - 41 45379 株式会社ハンズ＆アーキテクト 5 戸 5 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 43 45103 さとう建築 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

22 Ⅵ - 45 45043 有限会社　宮津工務店 1 戸 2 戸 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 47 有限会社　大場建設 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 48 45247 株式会社　深田建築工房 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 50 45289 西尾建築 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

22 Ⅵ - 55 45515 平松建築株式会社 12 戸 12 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 3 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○ ○ ○

22 Ⅵ - 56 44918 株式会社　安達建設 3 戸 3 戸 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

22 Ⅷ - 8 特定非営利活動法人　大工村 438-0114

22 Ⅷ - 13 株式会社　カワイ 438-0114

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号

静岡県磐田市合代島1212 0539-62-9010

静岡県磐田市合代島1212 0539-62-5656



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

○

◎

◎

◎

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 □ ■ ◎

①-3 標準仕様の設定 □ ■ ◎

②-1 建材・資材調達の共同化 □ ■ ◎

②-2 調達事務の合理化 □ ■ ◎

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■ ◎

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ○

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■ ○

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

□ ■ ◎

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ◎

◎

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

職人がキラリと輝く　大工村の家づくり 静岡県

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　大工村 2008
３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 04-0303-0428
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

28年度までは遠州地方特有の冬の強風による冷気流入を減らす努力を最優先にしてきましたが、最近では夏の気温上昇による暑さ対策
も不可欠になってきました。日照時間が日本一長いエリアとしての自覚を持ち、夏涼しく冬暖かい空間づくりの工夫をしていく。
地域柄、農家が多く広い土地を持っているご家族への3世帯住宅も積極的に進めていく。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

在来木軸の家づくりを一人でも多くの人の目にとめてもらうために、古くから遠州地域で行われている上棟時の「投げ餅」おこない、近隣に
住む多くの方に集まっていただき見て、触れていただく。昔からあった神事を極力取り入れ、子や孫の代にも伝えていけるようにする。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

今まで通り予想される大地震でも倒壊せず、家の中からの避難経路の動線がしっかりした間取りを提案していく。
また、ゼロエネやZEHなどへの取り組みをすすめつつ、高性能断熱やサッシや機器だけに頼ることなく、自然の風や光などを有効的に取り
入れるパッシブデザインにも力を入れて誰にでも手が届く快適な家づくりを進める。そのあたりをサポートしてくれる仲間を加え、今後は定
期的に勉強会の開催を目指す。

④ ①～③の背景

今後高い確率で起こる大地震に対しての対策は新築、既存問わず必須です。また、近年の平均気温の上昇や体感気温の体への負担は
想像を超えるものになってきました。省エネで快適、耐震性の高い家づくりが求められる中、高嶺の花となっては一般に普及されない家に
なりかねません。これからは周知を超えて、普及や一般化に向けて地域にあった価格と性能のバランスのとれた誰にでも手が届く家づくり
をグループで考えていきます。グループのブランディングをかけていき、一般ユーザー目線で分かりやすい大きな看板を作成しウェブなど
を使い告知していく。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

大工さんの家づくりの象徴でもある手加工の技術の継承のため、手加工に必要な環境づくりと職人さんが育ち、技の継承がされやすい環
境づくりを進める。※構成員の中で1200㎡の無料で使える作業場を提供中
また、職人のすそ野を広げるために多くの若者が職人の技や技術を学び、現場で活躍をして生計を立てられる環境づくりにも取り組みま
す。また、職人の人材不足への対策となりうる職人の多能工化にも取り組む準備を進めています。一人が多くの業種の仕事をできる技術
を身につける事により、1現場に必要な人工を抑えることもできるはずです。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

行っていない 行っている→ 内容：

材料供給構成員の在庫の寸法を極力絞り込み共通寸法での家づくりをしている

行っていない 行っている→ 内容：

材料供給構成員がグループ推奨商品を積極的に在庫して流通しやすくする

行っていない 行っている→ 内容：

材料供給構成員がグループ推奨商品を積極的に在庫して流通しやすくする

行っていない 行っている→ 内容：

材料供給構成員がグループ推奨商品を天竜材をはじめ国産材3000㎥以上常に在庫して
流通の迅速化と価格の安定をしている。

行っていない 行っている→ 内容：

大量仕入れ　物流の効率化により仕入れ先を絞りつつ安価な材料を使うことで管理コスト
を下げる努力を続けている。

行っていない 行っている→ 内容：
事務局を中心に使用されている㎥数の把握をし、製材所と情報を共有しながら効率的な
生産に努めている。

ない ある　 → 内容：

地域型住宅グリーン化事業がすすめる家づくりを１社でも多くの元請け業者が受注しやす
い環境づくりを行う。また、仕様や申請など熟知した設計者を１社でも多く迎え入れ役割分
担を明確にした家づくりができるグループ作りをしていく。

ない ある　 → 内容：
適切な施工方法も情報共有や現場での事故やクレーム情報などをグループ内で共有す
る

ない ある　 → 内容：
住宅瑕疵保険の自己チェックシートの活用を推奨する。事務局が中心となり施工中の現
場検査を行い、結果を共有し現場力の向上を目指す。

ない ある　 → 内容：
建築主が分かりやすい見積もり作成をし、一式の合計金額のみの提示は極力なくす。建
築主が分かりにくいと思われるものに関してはカタログや追加資料などを用意していく。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：
地元業者の強みを生かし、顔を合わす機会を増やすイベントを開催しています。ターゲット
層が多く集まる場所で構成員との触れ合いや家作り体験を通じてより深い接点の機会を
増やしています。定期開催により信用を積み重ねています。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

「大工村」をすべてのアクセスキーワードにして『家づくりを通じて強い街づくりに貢献する』強い街とは？地元で強いつながりを持ち、人も
技術も育ち継承される。また、ここに住むために必要とされる仕事や教育などすべてのインフラが特徴ある魅力的なものでなくてはならな
いと感じています。私たちは家づくりを通じて私たちの街に子供たちの笑顔や笑い声が絶えない街づくりにできる事を考えて実行していき
ます。





＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a ① 住宅履歴情報の蓄積

①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ◎

①-2 情報サービス機関の活用 □ ■ ○

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ○

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール □ ■ ○

②-2 補修の共通ルール □ ■ ◎

②-3 点検補修実施の確認手法 □ ■ ○

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ◎

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■ ◎

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ○

④ 維持管理委員会等の設置 □ ■ ○

⑤ その他の維持管理の手法 ■ □

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ◎

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 □ ■ ○

◎

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ ■ ◎

②-1
品質管理のための共通
ルール □ ■ ◎

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 □ ■ ○

③-1 需給計画の策定 □ ■ ○

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ ■ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ ■ ○

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数 ◎

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数 ◎

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ ■ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 □ ■ ○

② 新たな技術等の開発 □ ■ ◎

○

※）

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

職人がキラリと輝く　大工村の家づくり 静岡県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　大工村 2008
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0303-0428
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 各自の維持管理計画書にて定期的な点検を実施していく。

ない ある  → 内容： グループ内で情報機関の利用状況などを情報交換して活用していく

ない ある  → 内容： グループ内の情報交換システムを使い情報共有する

ない ある  → 内容： 長期優良住宅の点検基準に沿って行う

ない ある  → 内容： 各自維持管理計画書に定められたように行う

ない ある  → 内容： アンケート　聞き取りなどにより確認する。

ない ある  → 内容： 年９回程度イベントにてOB施主様中心にメンテナンス相談会を行う

ない ある  → 内容： 年９回程度DIY-studioを活用しワークショップなど手作りを通じて無垢の木に触れていただくイベントをしています。

ない ある  → 内容： 施工構成員が任意で集まり集合相談会を行っている

ない ある  → 内容： 事務局を中心に委員会等の設置を協議する

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 事務局はOB名簿を取得し、速やかに今後のメンテナンス先をマッチングする。

ない ある  → 内容：
雨漏り　パッシブデザインに関する専門家セミナー開催

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

物づくりや体験がセルフメンテナンスの意識を高めることも期待して、こども工務店という名称で子供たちやその家族を対象に家づくりにか
かわる業者が集まり体験会をしています。
大工さんと上棟式をする。クロス屋さんとクロス貼り体験をする。左官屋さんと左官材を使っての手形づくりをする。などなど、職業体験＆
DIYイベントを通じて維持管理などへ興味を持っていただけたらと思っています。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 設計構成員との協力体制を強化していく

ない ある  → 内容： 当グループルールはもとより制度や法律を順守して行う。

ない ある  → 内容： 当構成員の設計技術者講習受講者が抜き打ちで現場を検査する。

ない ある  → 内容： 2020年までに長期　ゼロエネ　未経験ゼロを目指す

ない ある  → 内容： 施工技術者講習技術者を80%に引き上げる

内容： 未取得者を把握して講習会の日程を案内して参加してもらう

ない ある  → 内容： 生産性と効率が高い仕組みをグループ内からはもちろん、グループ外からも積極的に取り入れて共有する。

昨年度までの終了者
数

今年度の参加目標人数26

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容： 木工事の工期が短縮され、強度が増す工法、商品を積極的に探して採用していく。

ない ある  → 内容： 職人の多能工化を目指して訓練校を開設予定（ハウスリフォーマー）

10

昨年度までの終了者
数

14 今年度の参加目標人数 15

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

自然素材で長期にわたり防腐や防蟻効果が続くホウ酸などを壁に隠れてしまう木部になるべく多く採用を検討する。

ない ある  →



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ □ ■

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

■ □

■ □

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ◎

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■ ◎

②
グループ全体における地
域材の需給予測 □ ■ ○

c
①-1 畳の活用 □ ■ ○

①-2 和瓦の活用 □ ■ ○

①-3 襖の活用 □ ■ ○

①-4 障子の活用 □ ■ ○

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 □ ■ ○

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 □ ■ ○

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■ ○

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■ ◎

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ ■ ○

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■ ○

◎

◎、○
記入欄

○

○

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

職人がキラリと輝く　大工村の家づくり 静岡県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　大工村 2008
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

04-0303-0428

主要構造材は無垢の合法木材を使用する。ただし、材の強度・コスト・納期・品質などを考慮して積層の合法木材も可とする。流通構成員
は、地域材を積極的に在庫し、施工構成員に使用のはたらきかけをする。

50％未満 50％以上 80％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

◎

板材 壁板、床板等： 使用していない

原木供給⇒製材・集成・合板製造⇒流通⇒プレカット⇒流通⇒施工
※合法木材認定を受けた流通業者の証明書類で証明する。
※施工構成員が、手加工をする場合、上記のプレカットを省く場合がある。
※原木供給が、海外であったり、国有林であったりする場合、原木供給の構成員には含まず、流通もしくは、製材グループに所属する構
成員の合法性により証明する。
※一部、製材・集成・合板製造から、プレカットに流れる地域材もあるため、流通を介さずに地域材の調達を行う場合がある

ない ある  → 内容： 流通・プレカットが在庫する。流通より製材に定期的に確認する。

ない ある  → 内容： 流通より施工に、定期的に価格を伝える。著し変動がある場合は、都度連絡する。

行っていない 行っている→ 内容： 定例会を行い、事務局がヒアリングをする。

行っていない 行っている→ 内容： 畳を使った和室の推奨をする

行っていない 行っている→ 内容： 日本の和瓦を推奨する

行っていない 行っている→ 内容： 和室がある場合はふすまの採用を推奨する

行っていない 行っている→ 内容： 和室がある場合は障子の採用を推奨する

行っていない 行っている→ 内容： ふすまがある場合には掛川特産の葛布の採用を推奨する

行っていない 行っている→ 内容： 建築以外の業界との意見交換を積極的に行い地元の伝統を家に生かすことを推奨する

行っていない 行っている→ 内容： 地域材を積極的に使用するように推奨する。

行っていない 行っている→ 内容： グループと地域の方の交流の場を設ける

行っていない 行っている→ 内容： 周辺の建物　デザイン　環境にあった仕様の家づくりを推奨する

行っていない 行っている→ 内容：
お雛様や五月人形を飾るにしても床の間や畳が少しでもあった方がいいことや、
若い層から支持される新和風的な和室の提案を心がける。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

当グループの取り組み　デザイン　仕様などに興味を持っていただけるプロモーションをしていく。グループ自体をブランディング業者と共
にブラッシュアップして、購入層へ周知していくための見える化を行います。今治タオルのマークのように安心と信頼を全国の方にいただ
けるようなビジネスモデルの構築を目指していきます。

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

ふるさと納税の大きな意義にもあるように、応援したい地域へも力になれる為に構成員へふるさと納税の推奨していく。

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

和室がある場合には積極的に熊本のイグサを採用を推奨する

ふるさと納税の大きな意義にもあるように、応援したい地域へも力になれる為に構成員へふるさと納税の推奨していく。

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

主要構造材



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

職人がキラリと輝く　大工村の家づくり 静岡県

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　大工村 2008
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

私たちグループは、主に静岡県西部地区を中心に活動しています。
この地域は、温暖な地域です。しかし、冬には風が強く体感温度は低く感じられます。
そのため、住宅の基本性能である温熱性能を高める家づくりをします。
ゼロエネルギー住宅では、必達値を上回る、0.59W/㎡・Kを目標値とします。
そして、設備機器の性能の良いものを採用することで、Co2の排出を削減します。エネルギー削減率27％以上
またこの地域は、日照率も高いため太陽光発電システムに適しています。
太陽光発電システムを適量搭載することで、年間の1次エネルギー消費量がおおむねゼロになる家づくりを目指します。

04-0303-0428


